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＜連絡事項＞
・本日より西病棟でのリノベーション工事が開始となります。Ａユニットでは日中体育館での生活音が響くことがあります。

＜入室状況＞
【入院】
・中鶴間　志穂美様～東病棟Bユニット1号室へ医療保護入院となる。
・品田　潮様～東病棟Bユニット2号室へ医療保護入院となる。

【転入】
・和田　昌様～南病棟Aユニット14号室

＜患者様連絡事項＞
・工藤　美江様～美保野病院へ他科受診に行かれている。美保野病院にて各種検査実施し、17：00過ぎに帰院。持参薬は明日鑑別実施する。

・佐藤　勇希様～家族から現在の様子であれば、早めの自宅退院でもよいとの希望あり。主治医へ確認し、本人の希望があれば、心理検査前でも後でも退院してよいと許可あり。
　　　　　　　　6/1（土）10：00お迎えにて退院予定となる。退院前に心理検査結果が出るよう心理士に検査依頼している。

[bookmark: _GoBack]・中野　正子様～5/23（木）14：00、ＧＨ「赤ずきん」へ退院予定。初外来は当院6/18（火）10：00。退院時処方いただく。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。奇声や他室への侵入があり、早めに開放観察は終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。											
＜金Ｄｒ患者様診察情報＞
・川守田　伸様～臨時薬同内容で７日分継続処方。

・東野　愛様～臨時薬同内容で７日分継続処方。

・井畑　芳則様～臨時薬同内容で７日分継続処方。

＜入院患者様情報①＞
　日　　時：令和6年5月20日　　12：03
　氏　　名：品田　潮（しなだ　うしお）様
　生年月日：昭和30年11月14日(68歳)
　病　　名：統合失調症
　性　　別：男性
　主 治 医：金Dr　
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　　当院に統合失調症の診断にて定期的に通院していた。R6.1月から下痢～軟便が続いており、整腸剤服用後も著変なし。R6.3月精査希望にてよねざわ内科消化器科へ紹介。検査の結果上行結腸に進行性のがんが確認されており、治療に関し八戸市民病院へ紹介され、R6.4.1に受診予定となっていた。R6.3.28本人が眩暈、ふらつきを訴え日赤病院へ救急搬送されているが、精査の結果異常なしとの判断で帰宅となっていた。その後も癌ではないかといった不安感が強く、本人・家族ともに入院を希望され、R6.3.29東病棟へ任意入院となる。入院後は、不安の傾聴、作業療法への参加等で気分転換を図り静穏にすごされている。腹痛や腹部不快の訴え、下血なし。定期的に八戸市立市民病院消化器内科、内分泌糖尿病科を受診し精査上行結腸癌と診断。本人、家族共に手術を希望され、R6.5.6八戸市民病院に転院のため、当院退院となる。R6.5.8に手術を実施、術後の経過も良好であり食事摂取等もできているため当院への転入院を調整してほしいとの依頼あり、本日八戸市立市民病院から転院にて、東病棟Bユニットへ任意入院となる。

【緊急時】搬送
【CSセット】Aプラン、オムツ②
【売店】10000円/月
【持参薬】八戸市立市民病院
【他科受診】6/17　市民病院
【退院先】施設で検討中

＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和6年5月20日　 13：40
　氏　　名：中鶴間　志穂美（なかつるま　しほみ）様
　生年月日：昭和51年2月29日(48歳)
　病　　名：知的障害、双極性障害
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr　
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　平成25年5月、ひきこもり傾向が強くなり、表情も乏しくなっていたことから当院初診。適応障害と診断され、当院通院を開始した。この時は治療によって徐々に本人も回復し、周囲との関わりも戻っていった。令和2年の正月休み明けより、表情の暗さや口数の減少、入浴回数の減少や作業拒否が出現。同年4月13日より東八戸病院へ転院となる。以後通院継続していたが、本人の気分の変動に波があり、１ヶ月以上仕事ができたあとにひきこもり始める等といった様子であった。
R5年の正月外泊以降は不調が続き、同年6月9日に「入院したい」と泣きながら訴えることがあり当院紹介。R5.7.14に当院入院となる。退院の調整、受け入れ準備が整い、やまばと寮へ10月2日退院の運びとなる。その後は定期的に通院され経過を診ていたが、R6 年5月13日、やまばと寮より連絡あり。本人が臥床傾向で部屋から出たがらず、仕事や入浴も出来ない状態になっており、胸が苦しいと訴え入院を希望しているとのこと。食事はまずまず摂れている。筋力低下がみられ起き上がりや靴下を履くのにも介助が必要である状態。以前の入院前のような状態となっており、施設側も症状が改善するのであれば入院をさせたいと希望あり、薬物調整にて症状改善目的にて、東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。

【緊急時】搬送希望
【洗濯】私物　業者洗濯
【他科受診】北村皮膚科（当院切替希望）
【持参薬】有り　
【感染症】なし
【ワクチン】コロナ7回目　以降希望なし
【アレルギー】なし
【義歯】なし
【売店】2000円/月
【退院支援】やまばと寮へ再入所
